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1今日お話しすること
1. はじめに

1. 自己紹介・情報科で学べる内容（論理学）
2. 研究内容について
3. なぜ博士課程に進学したのか？



2自己紹介 – 基本プロフィール
1. はじめに

富田 朝 ( とみた あさ / Asa Tomita)名前

所属

研究分野

出身

趣味

連絡先

人間文化創成科学研究科 理学専攻 情報科学領域
博士後期課程1年 戸次研究室

数理論理学・計算言語学・自然言語処理

埼玉県さいたま市

バスケ、テトリス、猫、お昼寝、アニメ

ホームページ ： https://morning85.github.io/
メールアドレス： tomita.asa@is.ocha.ac.jp

https://morning85.github.io/
https://morning85.github.io/


3自己紹介 – 経歴
1. はじめに

高
校

2016 
~ 2019

2019
~ 2023

2023
~ 2025

2025 
~ 現在

学
部

修
士

博
士

お茶の水女子大学附属高等学校

お茶の水女子大学
理学部 情報科学科

お茶の水女子大学大学院
人間文化創成科学研究科 理学専攻 情報科学コース

お茶の水女子大学大学院
人間文化創成科学研究科 理学専攻 情報科学領域



Q. 前提1,2から帰結はどのように証明できるのか

4情報科学科で学べること- 一階述語論理
1. はじめに

𝑃 𝑥 ∶ 𝑥は人間である
Q 𝑥 ∶ 𝑥は死ぬ

前提1.  ∀𝑥. 𝑃 𝑥 → 𝑄 𝑥
前提2.			𝑃(ソクラテス)
仮説.    𝑄 ソクラテス

と定義するとき、前提1, 2と帰結は以下のように表せる

前提1. 全ての人間は死ぬ
前提2. ソクラテスは人間である
仮説.   ソクラテスは死ぬ



5情報科学科で学べること- 一階述語論理
1. はじめに

∀𝑥. 𝑃 𝑥 → 𝑄 𝑥 , 𝑃(ソクラテス) ⊨ 𝑄(ソクラテス)

∀𝑥. 𝑃 𝑥 → 𝑄 𝑥

𝑃(ソクラテス)
𝑃 𝑥 → 𝑄 𝑥 ソクラテス / 𝑥
≡ 𝑃 ソクラテス → 𝑄 (ソクラテス)

(∀𝐸)

(→ 𝐸)

𝑄(ソクラテス)



6戸次研での研究
2. 研究内容

言語 論理

哲学情報科学
（NLP)

数理
論理学

研究分野
- 数理論理学
- 理論言語学
- 計算言語学

→ 言語学、論理学、情報科学、哲学の融合分野



研究課題
- 言語の意味とは何か
- 言葉が通じる仕組みは、どのように「計算」されるのか

7計算言語学とは
2. 研究内容

(1) 富士山の頂上には年中スターバックスが営業していて、登山客はどんな
天候でも温かいコーヒーが飲める。

- 私たちは、 初めて見た文でも「意味」が理解できる
しかし、「文の意味」が理解できることと文の意味が「真」であることは全く別の問題

- 文の意味を記述することができれば、文間の関係性について考えることができる



8言語の意味への2つのアプローチ
2. 研究内容

使用説
- 語の意味は言語におけるその使われ方のこと

分布意味論
統計とベクトル表現で意味を表現する

分布仮説：語の意味はその後の周辺に現れる語
（文脈）によって定まる

真理条件説
- 文の意味とは、真理条件（どのような状況では

真であり、どのような状況では偽となるか）の
こと

形式意味論
論理と記号表現で意味を表現する

自然言語処理 計算言語学



9計算言語学の推論
2. 研究内容

言語の意味が形式的に記述できると、推論（ある命題から別の命題を導くこと）
ができるようになる

例：含意関係認識
前提文：太郎が走った
仮説文：走った人がいた

意味解析器統語解析器 定理証明器
統
語
構
造

論
理
式

推論



10統語解析
2. 研究内容

意味解析器 定理証明器
論
理
式

推論統語解析器
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前提文：太郎が走った
仮説文：走った人がいた

統
語
構
造



11意味解析
2. 研究内容

意味解析器 定理証明器 推論統語解析器

前提文：太郎が走った
仮説文：走った人がいた

𝑟𝑢𝑛 𝑡𝑎𝑟𝑜 ∃𝑥 𝑟𝑢𝑛 𝑥

統
語
構
造

�

論
理
式



12定理証明・推論
2. 研究内容

意味解析器
論
理
式

統語解析器
統
語
構
造

𝑟𝑢𝑛 𝑡𝑎𝑟𝑜 ⊢ ∃𝑥 𝑟𝑢𝑛 𝑥

定理証明器

前提文が仮説文を含意する

推論



13研究テーマ1: 推論システムの改良
2. 研究内容

統語解析 
意味解析 

lightblue  

型検査 

Γ ⊢ # ∶ %&'(	?! ∶ #

Input 

前提文 1 
 
前提文 n 

…

仮説文 

wani 

Γ ⊢	? : &
証明探索 

Output 

推論結果 

- CCG 統語構造 
- DTS 意味表示 

- 型検査クエリ 
- 証明探索クエリ 
- 証明図（型検査, 証明探索） 照応/前提解決 

'!:(!, … , '":(" ⊢? :(#

証明探索 

 推論結果 
含意
矛盾

どちらでもな
い

推論 



14研究テーマ2: ファクトチェックシステムの構築
2. 研究内容

ファクトチェックシステム

YES

定理証明

統語/
意味解析

証明可能

矛盾の証明が可能

NO

UNKNOWN

証明不可

証明に必要な
知識の逆算

どこで矛盾するのかの説明

知識の補完

lightblue

知識の補完

ラベル

ラベル

Yes/No/Unknown
の判定とその説明

Yes/No/Unknown
の判定とその説明

文章の論理的一貫性を判定

LLMが出力
する文章

【研究1】

【研究3】

知識を補完した上での文章の
論理的一貫性の判定と説明の生成

ラベル

公理

本研究の提案システム

ファクトチェック
テストセット

【研究2】



15博士後期課程とはどんな場所？
3. なぜD進したのか

博士後期課程
（博士 / Doctor）

学部
(学士 / Bachelor)

博士前期課程
（修士 / Master）

2年 3年 + α

大学院

4年

- 授業を通して基礎的な知識を身につける
- 将来の進路や研究テーマの土台を作る

- 特定のテーマの研
究に取り組む
- 研究活動の基礎力
(先行研究の理解・英語文
献の読解・論文執筆など)
を養う

専門性と研究能力を深め、独
立した研究者として活動する
力を養うこと



16進学のきっかけ1:   国際学会

修士1年で国際学会に参加し、研究のモチベーションがあがった
- 研究を続ければ、グローバルに活躍できることを実感した
- 同世代の研究での活躍に刺激を受けた

3. なぜD進したのか



17進学のきっかけ2: 将来のキャリア
3. なぜD進したのか

就活を通して、将来研究職に就きたいと思うようになった
- 研究職は博士号を持っていた方が有利
- 社会人をやりながら博士課程で研究も進める社会人Dでは、博士号取得までに時間がかかりそ

うに感じた

理系博士（特に情報系）は重宝されるため、博士号を取得することで、自分の
キャリアの可能性を広げることができる



18進学のきっかけ3:   競争的資金の確保
3. なぜD進したのか

お茶大生が申請できる（富田が申請した）研究奨励金のプログラム
1. 日本学術振興会特別研究員（DC1/DC2）

- 奨励金：20万/月
- 研究費：最大150万/年

2. 次世代研究者挑戦的研究プログラム（JST SPRING) 
- 奨励金：20万/月
- 研究費：20万/年

3. 次世代AI人材育成プログラム（JST BOOST)
- 奨励金：25万/月
- 研究費：90万/年

4. 大学院博士後期課程研究奨励賞
- 10万/年

不採用

採用（辞退）

採用

不採用



-とにかく研究に集中できる
- 修士では、就活があり、研究に100%で打ち込める時間が短かった
- 修士よりも自分で研究の舵を切れるので、自由度が上がった

-海外での研究発表のチャンスが増えた
- 8月にドイツ（Bochum）・スロベニア（Ljubljana）、9月にドイツ
（Düsseldorf）で研究発表をする予定

-（学割が使える）
-（時間の融通が利きやすい）

19進学してよかったこと
3. なぜD進したのか



お茶大の情報科学領域は、博士課程支援が充実してきている
- 大学・高専機能強化支援事業に採択
- 研究支援プログラム (SPRING, BOOST)に採択
- 定員が7名→12名に増枠

情報科学領域の博士後期課程進学のススメが公開されて
います。覗いてみてください。

20お茶大の博士課程進学について
3. なぜD進したのか

https://www.is.ocha.ac.jp/to-phd/

https://www.is.ocha.ac.jp/to-phd/
https://www.is.ocha.ac.jp/to-phd/
https://www.is.ocha.ac.jp/to-phd/

